
頭部(けいぶ)が入るみぞがつけてあり，爪と柄とは鍛接されて

いる。際単重量は 10kg で日本工業規絡 JIS . E 1502 で制定さ

れている(写Jj;-60) 。

50 タンピングパ一 道床のつき固めをするに使用する骨器具

で， ばち部を柄に鍛接したもので，枕木下函のつき函め拶J来を

ru るため角度が十l されている(写其 61 ) 。

51 ハンドカ ー 4 輪台111の中央にあるシ ー ソー状のてこを，

乗仏で操作することにより走行するもので，線路視察者の乗用

に供するほか多少の告器具材料の五I!搬もでき，広〈使用されてい

たが， 貌夜ではほとんど使用されていない。 トロリーの一極で

ある。

52 プッシュカー 軌道用材料または建築用材の述彼等保線

の作業のため使用する小型の事で一般にトロと呼ばれる。(問中

正彦)

lませんようけいそくきき 保線用計測後器

l レ ール高低測定器 軌道の高低を測定する総具で，望遠

鏡をHJ \，、た新報jなもの(写真ー3) と iJlII5Ë総板のすき間から視準す

る簡易な測定総(写真 1 ・ 図ー2) とがある。前者は屈折鏡のつい

た測定用の望遠鏡と，巨峰板とからなり，測定区間の両端付近

に 2 箇所の基準点を選定し，この基準点上にそれぞれ望遠鏡お

よび目雄板を設置し，自盛板の宋点に望遠鏡の零点を合わせた

後，目盛板を測定せんとする位世に移動して，そのときの目盛

板の読みにより高低の狂い量を測定するものである。

f走者はねらい板・目標板 ・ 上下絞からなり，目際叡の中央の

水平総と目肢を宋点に合わせたときの上下板の頂聞とが， それ

ぞれレール面上から同じ高さとなり ， 上下板はその頂函が上下

に移動できるよう作製されている。ねらい板と目標板を両基準

点のレール図上に垂直に立て， その中間の測定せんとする位位

のレ ール聞に上下板を垂直に立てて，ねらい板のすき聞から目

標絞の水平線をねらいこの視線に上下板の頂面が一致するよう

に， 上下板を上げ下げし， 一致 したときの上下板の読みによっ

て高低の狂い量を測定するものである。

2 レール沈下測定器 車両が線路上を走行するときのレー

ルの沈下量;を測定する器具で，fíIì 々の形式のものがあるが， iJlU 

定総をレールに固定させるもの(写真-4) と，道床に固定させる

もの(写真ー5) とがある。

写其-4はレ ー ノレの底部にねじに よ っ て本体を国定させ， レー

ノレが沈下すると金属製の垂直俸が下端を道床につけているので，

本休のみ沈下してレー ノレの最大沈下企を記録する総具である。

写Jj;-5は道床中に測定苦言の支持俸を垂直に打ちこんで固定させ，

測定Wr-fのレパーをレ ー ノレ底部下薗に接触させ， レ ーノレの沈下に

よ って レパーが下ると，てこの動作により指針が上ってレール

の最大沈下量を記録する器具である。

3 分岐器定規 分岐器を組立てる場合， ファングポノレ ト の

位位を定める定規で，その形式は極々あるが枕木上の左右の床

銀(しょうはん)の間隔を定める定規俸と ， 床飯の枕木上の位

置を定める定規板とを組合わせたもの(写真-6) と，定規僚と定

規板を 1 枚の板にしたもの(写其ー7) との 2 極獄に分けられる。

定規俸は床銀の取付けられる各枕木ごとの左右レーノレの軌間線

の|間隔を目感った戸]俸で， 定規板は枕木中心事止と軌間線との交

点の位置と， 77 ングポノレ ト の中心点の位置との関係をあらわ

し ， 一般に狂いの少ない堅木を用いる。

4 レール摩耗測定器 レ ー ノレの縦半分の断面に， ν ー ノレ頭

部だけさらに 5mm 余絡をと って切抜いた金属板(写真-8 ・ 9) で

レ ー ノレの長さの方向に直角に当て， レ ー ル頭部と本音量との聞に

すき間ゲーテを差しこみ，その読みから 5mm さし 51 \，、てレ

lませんようけ

ール頭部の摩耗程度を測定するものである。レール断面測定器

にくらべて携仰に使で，簡易に使用できる。本法にはレール種

別ごとに， ?f通レーノレ用および分岐探 ト γ グレ ール用とがある。

5 ボルト緊締計 継目板ボルトの緊締!íEを測定する~具で，

スパナと問j じ操作によってボルトをゆるめるときの最大回転力

を， 目盛板上の針で示すものである(写真ー10 ・ 11 ) 。

6 レール温度測定器 レ ール継目の遊I首J :Iil:を決定したり，

その適否を判定をするために必要なレー ルl1il.皮を測定する線路

用昔器具で ，尽暖計を金属板に取り付けたものをレール底部に密

着させて測定するもの(写真ー12) , レーノレ片に寒暖計を取り付

けたものを測定せんとするレールの近くにおいて測定するもの

(写其ー13) などがあ る。

7 継目落測定器 レーノレ継目部における摩耗fð:と鱈 Illl (わ

んきょく)設とによる落込量を検iJllJする昔器具で， 本体は全長約

2mの欽または狂いの少ない堅材で作られ，その中央部に上下

する目盛板が1& り付け られている(写J');-14) 。これをレール頭部

にのせ，中失点を ν-/レ継目に合わせ， 自盛板がレー ノレ頭部に

接触したときの読みによって務込盆を測定する。

8 すき間ゲージ レーノレの摩耗jjìや遊間などを測定する総

兵で，片側が傾斜した金属片の傾斜部分に 1mm から 1 mm 刻

みに 20 mm ま で目盛したもの(写真 15) で，測定するすき間に本

総をそう入して， そう入し終ったところの目盛の寸法を続むこ

とによりすき間盆を測定する。

9 軌間ゲージ トラックゲー ジともいい，軌聞を測定する

昔器具で，狂いの少ない乾燥材に目盛板を取り付けるか， または

俸鋼に目盛が衷1J まれており ， 左右のレ ー ル上に軌道中心線に直

角にのせて， レーノレ頭聞から 16 mm の範間内の最短距艇を測定

する(写其ー16 ・ 17) 。

10 カ ント ゲージ 軌道の左右レールの高低差を測定する器

具で，狂いの少ない乾燥した堅木と鉄板で作製され， 長さ 80mm ，

制 30 mm ， ]写さは 1mm から 50 mm まで約 8 極頬で l 組となっ

ている(写其-18) 。本総をトラックレベルと共用してトラックレ

ベルと低い方のレール聞の聞にはさんで， トラックレベルが水

平になったときの厚さを読んで高低差を測定する。

11 レール断面測定器 レ ーノレの断固を測定する官官具で， レ

ーノレ断面の形状を現寸で悩写する鰐造とな っており ， レール断

面全体を揃写するもの (写真一19) と，頭部のみを描写するもの

(写Jj;-20) とがある。本総をレ ール頭部に取り付けて揃写ベン

をレールに型どって動かすと ， これにともなって記録ベンが作

動して記録用紙にレ ール断面を描写する。

12 トラ ック レベル 水準を測定する彬具で，狂いの少ない

乾燥材の中央に水準総がはめこ まれてお り ， 左右のレール上に

軌道中心線に対して直角になるようにのせて水準をìJllJ定する。

本線にはカソトゲー ジと共用するもの(写真ー21)と，水準総に目

盛をつけて気泡の片寄りの読みにより水準を測定するものなど

がある。

13 列車動揺測定器 走行する車両の動機の程度を測定する

器具で，高さ 50 mm， 傾 20 mm ， )!}_さ 6 mm から 1 mm 刻みに

13mm まで 8 flb!の l写さの異なった立方休の銅製のこまをもって

l 級とする甘器具(写真 22) で，このこまを復元装鐙付据付台に整

抵した後平岡の床に水平に進行方向に 1 列にならべ， 走行する

車両の動憾によって，倒れるこまの大小によって線路の保守状

態の良否を判定するものである。

14 道床掻動計 車両が線路上を走行するとき道床に伝えら

れる振動をìJllJÆする務具で， 直径を一定して長さを変えた鋼製

の測定隊を直立させ，転倒した測定俸の最小長によって判定す
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